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1．はじめに

8月 29日から 9月 7日にかけて ASEAN グロー
バルプログラムという海外研修プログラムで，ベト
ナム（ハノイ）およびシンガポールでの研修に参加
した．自分にとっては初の海外体験でもあったの
で，新しい発見や日本では当たり前のことと海外で
の当たり前が違うということを実感できる良い経験
になった．
概要を記すと，このプログラムは，8月 29日か
ら 9月 2日までの 4日間がベトナムで研修，9月 3

日から 9月 6日までの 4日間がシンガポールでの研
修であった．ベトナムでは 2日目，企業見学で海外
に拠点を置いている日系企業であるタカギベトナム
を訪問した．近年，グローバル化というキーワード
とともに，その重要性が高くなっていることはだれ
でも知っていることであり，海外進出する日本の企
業は年々増加の傾向にあるが，まだまだ国内市場だ
けの企業も少なくない．その中で，タカギは 2009

年からベトナムでの生産を稼働しているとのことで
あった．ベトナムでは他に，日本の企業であるタカ
ギとベトナムにある大きな IT 企業である NTQ と
RIKKEI の訪問をし，質疑応答や，実際に働いてい
る方と交流もできた．3日目と 4日目はハノイ工業
大学でそこの学生たちとユニクロの商品をマーケテ
ィングする PBL を行った．ベトナムの方々はとて
も親切で，突然行った我々の街頭アンケートにも快
く対応してくれた．シンガポールでは南洋理工大学
を訪問し，実際に講義を受けたり研究室を見学でき
た．とても大きな大学で，車や医療用ロボット，飛
行機の管制システムなど，とても高度な研究をして
いると感じた．5日には加藤順彦氏による「若者よ
アジアのウミガメとなれ」という講演会を聞き，実

際に海外でご活躍されている日本のビジネスパーソ
ンの方との交流会もあった．とてもタイトなスケジ
ュールであったが，全体を通して密度が高く，とて
も多くのことに触れる貴重なプログラムであった．

2．タカギベトナムの商品，事業内容

本稿では特にハノイのプログラムであったタカギ
ベトナムの訪問と工場見学について報告する，タカ
ギベトナムの企業概要は次表のようである．

タカギベトナムでは，蛇口一体型浄水器の生産を
おこなっている．これは，ベトナムに向けて作って
いるのではなく，日本に売り出すために作ってい
る．ベトナムの水道水は，まだまだ浄水器で洗浄し
たくらいでは飲料用として飲めるレベルには到達し
ないので，ベトナムに浄水器を売り出すことはでき
ない．けれども，ベトナムの工場で生産を行うこと
で，日本で生産するよりもよりコストを抑えること
ができるとのことだった．タカギベトナムの工場で
は，金型の製造機を用いて部品を大量生産し，その
部品を人の手によって組み立てて生産していた．日
本だと，人件費がとても高く，たくさんの人を雇う
ことができないけれどベトナムでは日本の約 4分の
1の人件費しかかからないので，工場のラインにた
くさんの従業員を雇うことができるとの話を聞い
て，日本の企業が海外進出する理由を再確認でき，
そのような流れを実感した．また，ベトナム人は，
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図 タカギベトナムの企業概要
（https : //www.takagi.co.jp/company/vietnam/index.
html より）
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日本人ととても似ていて，手先がとても器用なの
で，細かい手作業でも手際よく作業をすることがで
きる．また，工場のラインで働いている人のほとん
どが女性であったことも印象的だった．ベトナム人
は男性より女性の方がまじめで一般的には多くの給
料を稼いでいることが多いとの話を聞き，国によっ
て違う雇用状況の大きさなどを実感した．
タカギベトナムでは蛇口一体型浄水器のほかに金
型製造機の改良なども行っていた．常に効率化を追
求し，ライン作業の従業員ですら，作業の効率化の
ために新しい装置を作ったり，試行錯誤を繰り返し
ているとのことで，日本の企業の様子を知っている

わけではないが，企業が発展していく様子を体感で
きた．
工場では，私語をしている従業員はおらず，とて
も真面目に働いかれていると思った．日本人の社員
は 7人とのことで，主に事務などの管理をしている
との説明を受けた．然し，将来的には，すべてベト
ナム人で工場を経営していくことを目標としている
とのことで，様々なグローバル化の様子を見ること
ができたと思う．

3．おわりに

海外で活躍している企業を実際に自分の目で見て
みて，海外にまで視野を向けて市場を構えること
は，これからの時代にとても重要なことだと身をも
って実感した．事前学習などから日本の GDP はこ
こ 20年間もの間横ばいが続いていると学び，日本
だけに市場を構えているとこれから売り上げがどん
どん厳しくなってくると思う．しかし本プログラム
を受け，世界的に見れば若年層の人口も増加の傾向
にあり，経済も発展してきているので，海外での市
場はますます活発になってくることが予想されるこ
とを身をもって理解した．このプログラムを通して
グローバル化ということを実感することができ，自
分にとって大きな収穫となったと思う．写真 ベトナムでの工場見学の風景
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